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経
団
連
（
米
倉
弘
昌
会
長
）
は
七
月
三
○

日
、
今
春
入
社
の
新
卒
採
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。
二
〇
一
二

年
春
入
社
の
採
用
人
数
が
前
年
よ
り「
増
加
」

し
た
と
答
え
た
会
員
企
業
は
四
六
・
六
％（
前

年
比
八
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
）。
企
業
が
選
考

に
あ
た
っ
て
重
視
し
た
点
を
尋
ね
た
設
問
で

は
、
九
年
連
続
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
が
ト
ッ
プ
に
あ
が
り
、
今
回
は
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
が
「
協
調
性
」
を
上
回
っ

た
。
調
査
は
今
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
、

企
業
会
員
一
二
八
五
社
を
対
象
に
実
施
。
五

八
二
社
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
（
回
答
率

四
五
・
三
％
）。
回
答
企
業
は
業
種
別
に
、

製
造
業
が
四
四
・
三
％
、
非
製
造
業
が
五
四
・

五
％
。
従
業
員
規
模
で
は
、
一
○
○
○
人
以

上
が
七
○
・
六
％
、
五
○
○
人
以
上
一
○
○

○
人
未
満
が
一
四
・
一
％
、
五
○
○
人
未
満

が
一
四
・
一
％
。
調
査
は
企
業
の
新
卒
採
用

活
動
を
総
括
し
、
次
年
度
に
向
け
た
課
題
を

把
握
す
る
た
め
一
九
九
七
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。

半
数
近
く
が
採
用
増

　

今
春
（
二
〇
一
二
年
四
月
入
社
対
象
）
の

新
卒
採
用
は
、「
有
り
」
と
回
答
し
た
企
業
が

九
四
・
八
％
、「
無
し
」
が
五
・
二
％
で
、
ほ

と
ん
ど
の
企
業
が
新
卒
者
を
採
用
し
て
い
る
。

採
用
人
数
に
つ
い
て
、「
採
用
有
り
」
と
回
答

し
た
企
業
の
う
ち
、
前
年
よ
り
「
増
加
」
は

四
六
・
六
％
、「
減
少
」
は
二
九
・
五
％
、「
変

わ
ら
な
か
っ
た
」
は
二
三
・
四
％
で
、
新
卒

採
用
し
た
企
業
の
半
数
近
く
が
前
年
よ
り
採

用
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

採
用
増
の
理
由
は
、
も
っ
と
も
多
い
の
が

「
業
績
の
回
復
、事
業
拡
大
」（
四
九
・
四
％
）

で
、「
採
用
基
準
に
見
合
う
学
生
が
増
え
た
」

（
一
六
・
○
％
）、「
退
職
者
（
定
年
も
含
む
）

の
増
加
」（
九
・
七
％
）、「
内
定
辞
退
者
が
予

想
よ
り
す
く
な
か
っ
た
」（
六
・
二
％
）
が
続

く
。
他
方
、
採
用
減
の
理
由
は
、「
内
定
辞
退

者
が
予
想
よ
り
多
か
っ
た
た
め
」（
二
二
・
一

％
）、「
採
用
基
準
に
見
合
う
学
生
が
す
く
な

か
っ
た
」（
一
六
・
六
％
）、「
退
職
者
（
定
年

も
含
む
）
の
減
少
」（
一
四
・
一
％
）、「
経
営

環
境
の
悪
化
」「
震
災
の
影
響
に
よ
る
採
用
計

画
の
変
更
」（
い
ず
れ
も
一
二
・
三
％
）
の
順

だ
っ
た
。

　

広
報
活
動
（
企
業
情
報
・
採
用
情
報
の
公

開
や
説
明
会
の
開
催
な
ど
）
を
開
始
し
た
時

期
は
、「
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
」
が
六
六
・
八

％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
二
〇
一
〇

年
一
一
月
～
一
二
月
」（
一
六
・
一
％
）
が
多

か
っ
た
。

既
卒
者
採
用
に
も
積
極
的

　

新
卒
者
だ
け
で
な
く
、
既
卒
者
採
用
も
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
既
卒
者
の
採
用
を
、

「
実
施
し
て
い
る
」
は
六
九
・
八
％
と
七
割

近
く
に
達
し
、「
実
施
予
定
は
な
い
」（
一
三
・

一
％
）
を
大
き
く
引
き
離
す
。
既
卒
者
採
用

を
「
実
施
し
て
い
る
」（
六
九
・
八
％
）
と
、「
今

後
、
実
施
を
検
討
」（
一
二
・
○
％
）「
二
〇
一

三
年
四
月
入
社
対
象
の
採
用
選
考
活
動
か
ら

実
施
予
定
」（
五
・
二
％
）
を
あ
わ
せ
る
と
八

七
・
○
％
に
の
ぼ
り
、
既
卒
者
採
用
は
今
後

も
ま
す
ま
す
積
極
的
に
行
わ
れ
そ
う
な
気
配

だ
。

　

既
卒
者
の
採
用
形
態
は
、
多
く
の
企
業
が

「
新
卒
採
用
の
扱
い
」（
八
○
・
四
％
）
と
回

答
し
、「
中
途
採
用
の
扱
い
」（
九
・
九
％
）
は

一
割
弱
に
と
ど
ま
る
。
と
は
い
え
、
既
卒
者

を
無
条
件
に
「
新
卒
扱
い
」
に
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
多
く
の
企
業
が
応
募
受
付
条

件
「
あ
り
」（
六
八
・
二
％
）
と
回
答
し
て
お

り
、「
な
し
」（
二
八
・
一
％
）
は
三
割
弱
に
と

ど
ま
る
。

　

条
件
の
内
容
に
つ
い
て
は
（
複
数
回
答
）、

「
卒
業
後
の
年
数
」（
七
八
・
三
％
）、「
正
社

員
と
し
て
の
就
業
経
験
が
な
い
こ
と
」（
四

八
・
四
％
）
と
回
答
し
た
企
業
が
目
立
つ
。

卒
業
後
の
年
数
に
つ
い
て
は
、「
三
年
以
内
」

（
八
三
・
三
％
）
が
多
数
を
占
め
、
既
卒
者

が
「
新
卒
扱
い
」
で
就
職
す
る
に
は
、「
三
年

以
内
」
の
決
着
が
第
一
条
件
と
言
え
そ
う
だ
。

学
生
の
評
価
は
従
来
と
変
わ

ら
ず

　

今
春
の
新
卒
採
用
に
つ
い
て
の
総
合
的
な

評
価
を
み
る
と
、
採
用
予
定
数
に
対
す
る
充

足
率
で
は
、「
九
〇
％
以
上
」
が
八
〇
・
四
％

と
圧
倒
的
に
多
く
、
ほ
か
は
「
七
〇
％
以
上

九
〇
％
未
満
」（
一
五
・
四
％
）、「
五
〇
％
以

上
七
〇
％
未
満
」（
一
・
八
％
）
な
ど
と
い
う

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
々
定
を
出
し
た
学
生
の
辞
退
率
は
、「
一

〇
％
以
上
三
〇
％
未
満
」（
四
一
・
五
％
）
が

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
一
〇
％
未
満
」

（
二
七
・
五
％
）、「
三
〇
％
以
上
五
〇
％
未

満
」（
二
三
・
四
％
）
な
ど
の
順
。

　

応
募
学
生
に
対
す
る
全
般
的
な
評
価
は
、

「
従
来
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
五
九
・
四
％
、

「
採
用
し
た
い
と
思
う
学
生
が
多
か
っ
た
」

二
三
・
七
％
、「
採
用
し
た
い
と
思
う
学
生
が

少
な
か
っ
た
」
一
五
・
六
％
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
重
視

　

企
業
が
今
春
で
の
選
考
に
あ
た
り
重
視
す

る
点
は
（
複
数
回
答
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
」（
八
二
・
六
％
）
と
回
答
す
る
企

業
が
も
っ
と
も
多
く
、
九
年
連
続
ト
ッ
プ
を

更
新
。
以
下
、「
主
体
性
」（
六
○
・
三
％
）、「
チ

選考で最重視したのは９年連続で
「コミュニケーション能力」
経団連「今春入社の新卒採用に関するアンケート調査」結果
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ャ
レ
ン
ジ
精
神
」（
五
四
・
五
％
）、「
協
調
性
」

（
四
九
・
八
％
）、「
誠
実
性
」（
三
四
・
二
％
）

が
続
く
（
図
）。
今
回
は
「
協
調
性
」
と
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
の
順
位
が
入
れ
替
わ
り
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」が
第
三
位
に
上
が
っ
た
。

　

一
方
、「
学
業
成
績
」（
七
・
六
％
）、「
語
学

力
」（
六
・
九
％
）、「
出
身
校
／
所
属
ゼ
ミ
／

研
究
室
」（
三
・
八
％
）
の
回
答
割
合
は
低
く
、

企
業
が
人
物
本
位
で
採
用
を
進
め
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。

震
災
の
影
響
は
軽
微
に
と
ど

ま
る

　

震
災
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
採
用
計
画
を

「
変
更
し
な
か
っ
た
」
が
九
○
・
○
％
、「
変

更
し
た
」
が
九
・
一
％
と
な
り
、
多
く
の
企

業
は
震
災
に
よ
る
採
用
計
画
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

「
変
更
し
た
」
と
回
答
し
た
企
業
で
は
、「
増

加
し
た
」（
四
四
・
○
％
）
と
、「
減
少
し
た
」

（
四
六
・
○
％
）
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
た
。

　

被
災
学
生
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、「
行
っ

た
」
が
八
三
・
二
％
、「
行
っ
て
い
な
い
」
が

一
五
・
九
％
。
配
慮
の
内
容
（
複
数
回
答
）

は
、「
被
災
、
影
響
を
受
け
た
学
生
は
個
別
に

対
応
し
た
」（
六
○
・
六
％
）、「
選
考
開
始
時

期
を
全
体
的
に
遅
ら
せ
た
」（
五
一
・
四
％
）、

「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
等
提
出
書
類
の
締
め

切
り
を
延
長
し

た
」（
四
一
・
○

％
）、「
夏
採
用
、

秋
採
用
な
ど
複

数
回
の
選
考
機

会
を
設
定
」（
二

五
・
九
％
）、「
被

災
者
対
象
の
選

考
機
会
を
設

定
」（
二
一
・
四

％
）
の
順
で
、

少
数
で
は
あ
る

が
、「
震
災
に
よ

り
内
定
取
り
消

し
と
な
っ
た
人

や
、
被
災
地
域

等
の
学
生
の
応

募
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
」

（
五
・
七
％
）

と
の
回
答
も
寄

せ
ら
れ
た
。

半
数
超
が
外
国
人
留
学
生
を

採
用

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
現
地
法
人

の
即
戦
力
と
し
て
期
待
が
か
か
る
外
国
人
留

学
生
。
留
学
生
の
採
用
に
つ
い
て
は
、「
既
に

採
用
し
て
い
る
」（
五
四
・
三
％
）
が
半
数
以

上
を
占
め
、「
特
に
採
用
し
て
い
な
い
、
採
用

す
る
予
定
は
な
い
」（
三
○
・
八
％
）
を
上
回

る
。
今
春
の
新
卒
採
用
者
の
う
ち
、
外
国
人

留
学
生
が
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、「
五
％

未
満
」（
七
○
・
三
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、

以
下
、「
五
％
以
上
一
○
％
未
満
」（
一
三
・
六

％
）、「
一
○
％
以
上
一
五
％
未
満
」（
三
・
五

％
）
と
続
く
。

　

採
用
形
態
に
つ
い
て
は（
複
数
回
答
）、「
日

本
人
学
生
と
同
じ
春
季
一
括
採
用
で
対
応
」

（
七
一
・
八
％
）
が
群
を
抜
き
、「
春
季
一
括

採
用
に
加
え
夏
季
採
用
、
秋
季
採
用
を
追
加

し
て
対
応
」（
一
七
・
二
％
）、「
特
別
な
採
用

選
考
機
会
を
設
け
て
い
る
」（
一
二
・
七
％
）、

「
通
年
採
用
に
よ
り
対
応
」（
六
・
五
％
）
を

選
択
し
た
企
業
は
少
数
に
と
ど
ま
る
。
外
国

人
留
学
生
の
採
用
は
、
日
本
人
学
生
と
同
じ

春
季
一
括
採
用
で
対
応
し
て
い
る
企
業
が
大

勢
を
占
め
る
模
様
だ
。

来
春
の
採
用
意
欲
も
旺
盛

　

来
春
（
二
〇
一
三
年
四
月
入
社
対
象
）
の

新
卒
採
用
は
、「
有
り
」（
九
四
・
七
％
）
が
圧

倒
的
多
数
を
占
め
、「
無
し
」（
四
・
六
％
）
は

少
数
に
と
ど
ま
る
。
採
用
予
定
数
は
、
今
春

と
比
べ
「
変
わ
ら
な
い
」（
四
○
・
七
％
）
が

も
っ
と
も
多
く
、
以
下
「
増
や
す
」（
三
四
・

五
％
）、「
減
ら
す
」（
二
四
・
五
％
）
が
一
○

ポ
イ
ン
ト
差
で
並
ぶ
。

　

採
用
増
加
率
は
、
今
春
と
比
べ
「
一
○
％

未
満
」（
三
八
社
）、「
一
○
％
以
上
三
○
％
未

満
」（
七
六
社
）、「
三
○
％
以
上
五
○
％
未

満
」（
三
五
社
）、「
五
○
％
以
上
」（
三
七
社
）

と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
よ
り
五

割
増
以
上
と
回
答
し
た
企
業
が
三
七
社
に
の

ぼ
っ
た
。
一
方
、減
少
率
は
、「
一
○
％
未
満
」

（
二
九
社
）、「
一
○
％
以
上
三
○
％
未
満
」（
六

一
社
）、「
三
○
％
以
上
五
○
％
未
満
」（
二
九

社
）、「
五
○
％
以
上
」（
一
四
社
）
と
な
り
、

五
割
減
以
上
と
厳
し
い
回
答
を
寄
せ
る
企
業

は
一
四
社
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

来
春
入
社
対
象
の
広
報
活
動
の
開
始
時
期

は
、「
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
日
以
降
」八
一
・

四
％
、「
二
〇
一
二
年
一
月
以
降
」
七
・
六
％
、

「「
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
日
よ
り
前
」
四
・

〇
％
と
な
り
、
九
割
近
い
企
業
が
二
〇
一
一

年
一
二
月
以
降
と
答
え
た
。

　

面
接
な
ど
の
選
考
活
動
の
開
始
時
期
が
、

経
団
連
の
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫

理
憲
章
」
の
な
か
で
四
月
一
日
以
降
と
な
っ

て
い
る
こ
と
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
評
価
す

る
」
が
三
〇
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

評
価
す
る
」
が
一
八
・
九
％
で
、
ほ
ぼ
半
数

か
ら
評
価
が
得
ら
れ
た
。

ほ
ぼ
半
数
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
実
施

　

二
〇
一
一
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

実
施
状
況
を
み
る
と
、「
実
施
し
た
」が
四
八
・

三
％
、「
実
施
し
て
い
な
い
」
が
四
六
・
四
％

で
、
実
施
し
た
企
業
の
方
が
わ
ず
か
に
多
か

っ
た
。
採
用
選
考
活
動
と
は
一
切
関
係
な
い

こ
と
を
明
確
に
し
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
明
確
に
し
た
」
が
九
五
・
〇
％
と
、

ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
明
確
化
し
て
い
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）

(n=552)
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82.6％コミュニケーション能力

60.3％主体性

54.5％チャレンジ精神

49.8％協調性

34.2％誠実性

25.9％潜在的可能性（ポテンシャル)

25.4％論理性

24.8％責任感

19.2％柔軟性

16.1％職業観・就労意識

16.1％リーダーシップ

13.0％専門性

12.7％信頼性

11.8％創造性

8.9％一般常識

7.6％学業成績

6.9％語学力

4.3％倫理観

3.8％出身校／所属ゼミ／研究室

2.9％クラブ活動／ボランティア活動歴

2.2％感受性

0.7％保有資格

0.0％インターンシップ受講歴

5.4％その他

図　選考にあたって特に重視した点（５つ選択)


